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漏刻から時計rまで
岩　　田　　華　八
　まつ，時計の磯生史を述べる．時計は多地回生らしい．西洋でも東洋でも，
各々濁立して爽明された・
　歴史家によると，最初の時計は，西洋では紀元前二千年，乃至は三千年の
昔に獲明されたといふ・焚明史では，千年や二千年の喰ひ違ひは何んでもな
V・．記録に残ってみる最古のものは紀元前七百年頃の，ヘブライの三三者a
ザヤの書の中に，Lアハズの日時計「と書いて．みるものだ．太陽によって生す
る二二の影は，日の出に最も長く，正午に近づくにつれて短くなり，日没に
は亦長くなる。この自然現象を利用して，一日を何等分かにしたものが最古
の日時計なのだ．最も原始的な考へ方だが，趣が深V・．
　東洋では三千年の昔，例の周回が土圭の制を定めて書夜を正したとある．
とれも一種の日時計で，長さ八尺の．柱を樹てN，測定したといふことである．
支那では，良いことは，何んでも尭舜か，二二が始めたことになってみるの
で，絵りアテにならぬが，西洋に劣らす古V・ものであることは確かである．
L時計■は，いふまでもなく，L土圭「の當て字である・
　その後，東洋でも，西洋でも水時計や秒時計など，もう少し機械的な時計
が考察された．水や砂を，一定の速度で，目盛りのある容器から流れ出させ
ることにより，時聞を測定したもの，いはゆる漏刻である．
　だがかういふ古V・時計は，現在の時計とは原理的に違ってみる．現在の時
計は，振子蓮動による機械的動作を基礎としてみるからである．振子の原理
一一U子を吊す糸が等しい長さならば，振幅の大小に拘はらす，一往復に要す
る時聞は同一であるといふ物理學上の重要な原理を磯見したのは，かのガレ
リオだ．十八歳の時，お寺へ説教を聞きに行ったが，あまり面白くないので
生あくびをしながら天井を見てみた．すると釣燈籠の揺匝る時間が一定して
みる事實をフト酸見して，これに理論的解繹を與へることになったのが，振
予の原理だといふ．かれは，この振子を利用して簡躍な時計を造った．現在
の機械時計の元祀だといはれる，
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　振子を基礎にして，その補助動力にゼンマイを利用することを磯明するに
至って，初めて近世的時計が出隅上った．ゼンマイ時計の護明については，
各國共に，俺の國で獲明したんだ，と自慢し合ってみるが，公卒な立揚から
見て．南ドaッのバイエルン國ヌルンベルグ市の技術家ベ階差ヘレが，一四
七〇年に作ったといふのが元租である．
　日本にだって，猫特の機械時計を護明した人がみる．嘉永三年，幕臣田中
久重が作った時計は四季障碍の長短，月の盈虚，時報機等を取付けた極めて
精巧なもので，西洋時計に遜色のないものだったとV・はれる・もっとも，西
洋時計は，天文年間から日本へ渡ってみたので，幕府時代，上流杜會には相
當流行してみた．幕府の職制にも，時計の間御坊主なんてのがあって，時計
が鳴ると，時刻を縛れ廻ってみた．好色一代男には，「琴弾き，歌を詠み，茶
しほらしく立てなし，花を活け替へ，時計を仕掛け直し」なんといふ文句も
ある．
　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　〈
　日本の時計製造業が，どうにか産業らしい髄裁を備へるやううになったの
は，明治三十年乃至三十五年頃である．最初に製造されたのはボンボン時計
で，それから置時計，目畳し時計，懐中時計の順で獲達した．いふまでもな
く，技術の黙で，でかv・掛時計は，最も容易すく，懐中時計となると熟練し
た技術と精巧な機械装置を必要とするので，大資本を注ぎ込んで永年苦心し
た上でなければ三尊なV・からである．一個の懐中時計は，四千四五百の工程
を必要とするとV・ふ複雑なものだ．
　時計の生産地は東京と名古屋だが，名古屋には，大工揚を有ってみる製造
家はみない．大部分は職工二十人乃至五十人位を使用する小規模のものであ
る．こNでは懐中時計の機械を輪堅して，組立てはやるが，純中産のものは
出來ない．現在でも，掛時計や置時計，目畳し時計等のやさしい品を製造す
るのみだ．國産懐中時計の一手元締，服部時計なぞは，「掛時計なんか，もう
時計の部類ぢやありません」など玉いってみる．
　工揚統計表によって，時計の生産歌劇を見ると，次のやうになってみる・
　　　　　　　　　　　　　　電　氣　時　計
　　　　　　　　昭和四年　　　　6・870個　　　　　　303，000圓
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昭和元年
同　四年
昭和元年
同　四年
昭和元年
同　四年
昭和四年
頃格合計
　大門年産額一千萬足らすの産業である．
減はない．
　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　〈
　前記のやうに，産地では東京と名古屋とが，猫占的である．東京の年産約
六百萬圓，名古屋三百萬園，他に大阪，廣島，富山，三重縣からも出來るが，
少額で問題にならない．
　名古屋の時計は，中小工業の標本的なものs一つなので，一寸論明を加へ
ておく．こNには，時計製造業者が約三十人みる．職工百入以上を使ふ＝1二揚
も，二，三はあるが，多くは五十人前後の努働者を傭ってみる．家内工業の
一寸進歩した程度のものだ．從って，前述したやうに，精巧な懐中時計の生
産は出來ない，ボンボン時計や置時計のやうな，：大型ものばかりである．そ
して，大膿が安物生産なので，内地費は少なv・．支那や南洋への輸出が主だ．
名古屋だけで，昭和四年の輸出高が，約百八十萬圓ある，値段は一個十圓以
下のものが多く，就中，一圓塁のものが，鰍迎されるといふ・し一圓の時計で
役に立ちますかコと聞いたら，そこは大陸的だsL一‘日五分位の喰ひ蓮ならば，
奥支那などでは，充分正確な時計として役に立ちます■といふ返事だつた．
　しかし，名古屋時計業者の感心なことは，同業者相戒しめて，粗悪品の輸
出を嚴重に監督し合ってみることだ・同地方の，二：凹凹軒の時計業者が一の
輸出同業組合を設立し，総ての輸出時計に封し，四日巻ならば一週間以上，
二日雀ならば三日以上，日巻は一目以上のテストをやり，粗悪品には修繕を
置　　時　　計
　844，000個　　　　2，377，000圓
1，232，000　2，664，000
掛　　時　　計
　590，000個　　　　2，921，000圓
　506，000　2，176，000
懐　中　時　計
　399，000個　　　　ユ，928，000圓
　238，0eO　1，365，000
部　　分　　晶
　　　　　　　　2，555，000圓
（昭和四年）　　　　9，066，000圓
　　　　　こN四，五年，殆んど出納高に塘
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命じる．こツそり，イカ物を費つた者には，五百圓以下の罰金を課してみる．
　時計に限らす，一般に最小産業が，同業組合を利用して，その出荷品の槍
査を連行することは，製品の信用を高めて，事業の獲達上最も有敷なる手段
だと考へる．名古屋の時計同業組合は，成功した一例だ．
　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　ぐ
　國産時計の輸出は，掛時計が二十萬個（九十萬圓），置時計その他が三十二
萬個（百二十萬圓）で，全部で二百萬圓前後である．大戦後には，英國あたり
にまで，相當進出した，華やかなりし思ぴ出もあるんだが，その後，だんだ
ん寂れてしまった．
　輸入は，懐中時計とその部分品だが，かなり多Vb．
　　　　　　　　　懐中時計　　　　　　　　同部分品
　　　　　昭和四年　　891，000圓　　　　　　　5，497，000圓
　　　　　　　　　　6工，000個
　　　　　昭和五年　572，000圓　　　　　　3，817，000圓
　　　　　　　　　　43，000個
　國産額の，約六割が輸入され，懐中時計の一一申身の，機械だけのものが
多いが一一凡そ九割は縛入品である．部分品の楡入が，特に多いのは，勿論
關視のためだ・定成品だと，一個の關視壼圓九拾五鏡だが，部分品で喩入し，
内地で組立てると，一個四五拾銭の視金で濟む．
　懐中時計の純國産は，蹴洲大戦後になって，初めて服部の精工舎で出來る
やうになった．以前，鐵道省では，ウォルサムを買ってみたものだが，一昨
年から精工舎製品を指定するやうになった・別に，時間が狂って獣道事故が
起つたといふ話も聞かぬから，相即正確なものが作れるやうになったのだら
うと思ふ・恩賜の銀時計は，明治四十年以來，服部で作る「エキセレント」と
いふ小型のものである，
　部分品を輸入し，側だけ内地で作って組立て製造するものは，東京市内だ
けで五六十較ある．主なる輸入業者は，東京で，服部時計店，山崎商店，天
賞堂，玉屋商店などだ．輸入國としては，スイスと米國が断然多い．スイス
品では，モリス，タバン，ナルダン，ロンヂン，モバlV，オメガ，ゼニ
ッSなど，丁丁ものでは，ウォルサム，インタ1ナショナル・オリオン，エ
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ルジンなどが，著名のものだ．輸入品だつて，拾圓以下のものが，ザラにあ
るが，高級品になると，装飾抜きで，五六百圓のものがある．ダ6アなどを
使った時計では，勿論数千圓のものもある．現朝鮮銀行絡裁の加藤敬三郎氏
が，拓銀頭取から，鮮銀に嬉任された時，三土藏祖へ贈ったのは，五百圓の
ナルダンといふ話だが，まつ，實用時計としては最高償のものだ．
　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　ぐ
　普通の時計の外，特殊時計が最近多数護明されてみる．電氣時計，ウオツ
チマンス・クロック，クロノメ1タア，重力時計，四百日巻時計などがそれだ・
　電氣時計にもいろいろある．現在野道や大計肚などで使ってみるやうな，
親時計と多敷の子時計を電氣仕掛で同一時に動かすやうにしたもの，ゼンマ
イの代はりに電氣を動力としたもの，も一つ，これをモヂつて，電燈の横か
らコ1ドで連絡して動かす時計等が出來てるる．
　クロノメ1タアは，航海者天文學者の使用する時計で，その時間は最も正
確なもの，更にこの時計は，同時に経度を測定し得るやうな仕掛けとなって
みる．悲しいかな，まだ，國産に至らぬ．
　重力時計は，原動力として地球の重力を利用するもの，四百日巻時計は，
歯車の数を多くして，元となる歯車の門門速度を，極めて遅く作ったものだ．
構造の詳しいことは興味もあるまいから詳説を省いておく．
　各種時計のうち，最も捗れるのは懐中時計だ．弾雨は労れて，角型その他
の攣型が流行してみる・服部時計店の話では，装飾なしで，まつ拾圓以上の
品ならば，時間の正確さにつv・て，責任がもてるといふ．最翫E確な時計で
は，一書夜の狂ぴ，五秒位にまで縮められてみる．技巧を凝らせば，もっと
縮めることも出下るが，値段が高くなるので，』経濟商品とはならぬとV・ふこ
とである．大きさは，田舎の金持ちが，今もってプラ下げてみる二十二型の
十八金時計から，だんだん小さくなって，現在では三型まで出來てるる．直
径五分で，小指の頭位の小さいものだ，
　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　ぐ
　國産時計製造業者として，服部の精工舎は，丁度眞珠の御木本のやうに，
猫歩の護展を示してみる．山崎無吉の爾工舎や，村松時計なども，東京では
大規模の方だが，細工舎は一二年前，人手に渡ってしまった．楡入時計商と
して幅を利かぜてるた天賞堂も，昨今疑り前となってみることは，天下周知
のところ，時計商費も決して安固な事業ではないが，脹部だけは，日本の時
計王としてIE1木の様な存在を示してみる。
